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平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
主
な
内
容

　

歳
入
決
算
額
は
６
８
１
億
７
７

４
４
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
６
５

４
億
５
１
９
万
円
と
な
り
、
差
引

残
額
27
億
７
２
２
５
万
円
は
、
翌

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
２

７
６
億
５
６
８
５
万
円
で
全
体
の

40
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
市
た
ば
こ

税
、
固
定
資
産
税
、
法
人
市
民
税

の
増
な
ど
に
よ
り
、
市
税
全
体
で

は
前
年
度
比
２
億
６
２
１
２
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
国
庫
支
出
金
は
１
０
５

億
８
８
４
１
万
円
（
15
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
）
で
前
年
度
比
３
億
６
８

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

「
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

求
め
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決

７
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
83
億
９
万

円
（
12
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
前

年
度
比
２
億
２
６
８
３
万
円
の
減

少
と
な
り
、
市
債
は
80
億
１
７
３

６
万
円
（
11
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
前
年
度
比
９
億
３
９
８
１
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出
の
主
な
も
の

　

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

も
の
は
、
民
生
費
が
２
５
１
億
８

５
６
４
万
円
で
全
体
の
38
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
児
童
福
祉
費
、

障
害
者
福
祉
費
、
生
活
保
護
費
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　

次
い
で
、
総
務
費
が
91
億
５
６

９
６
万
円
（
14
・
０
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
教
育
費
が
83
億
４
８
８
７

万
円
（
12
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

土
木
費
が
71
億
４
１
０
２
万
円

（
10
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
公
債

費
が
62
億
２
５
０
４
万
円
（
９

・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

討
　
論

削
減
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

元
に
戻
し
、
市
民
要
請
の
実
現
を

求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

歳
入
に
つ
い
て
、
財
政
調
整
基

金
は
、
約
49
億
円
と
春
日
部
市
の

史
上
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
所
得
が
減
り
、
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る
も
と
で
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
使
わ
ず
に
、
基

金
を
積
み
立
て
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
総
務
費
で
は
、

民
間
に
税
の
電
話
催
告
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
が
、
税
と
い
う
極

め
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
重
視
さ
れ

る
べ
き
も
の
を
外
部
に
委
託
す
る

こ
と
は
問
題
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
保
育
料
は
４
年

前
に
値
上
げ
さ
れ
、
県
平
均
よ
り

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
館

は
、
市
の
東
側
に
偏
っ
て
お
り
、

平
成
25
年
度
一
般

会
計
決
算
を
認
定

豊
春
、
武
里
地
区
な
ど
へ
の
設
置

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
障
害
者
福
祉

費
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動

車
燃
料
券
は
、
最
低
で
も
月
１
回

の
通
院
等
を
保
証
す
る
た
め
に
、

削
減
前
の
タ
ク
シ
ー
券
24
枚
、
燃

料
券
12
枚
に
戻
す
べ
き
で
す
。
高

齢
者
福
祉
費
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
を
増
や
し
、

充
実
を
図
る
べ
き
で
す
。
生
活
保

護
費
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

さ
ら
に
増
員
し
、
き
め
細
か
な
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
決
算
総
額

の
０
・
45
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
変
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
家
の
経
営

を
支
援
す
る
具
体
的
で
実
効
性
の

あ
る
施
策
が
必
要
で
す
。　

　

商
工
費
も
決
算
総
額
の
０
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
商
都
復
活
に
は

ほ
ど
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
業
振
興
の
具
体
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

消
防
費
で
は
、
職
員
を
増
員
し
、

消
防
車
１
台
当
た
り
５
人
、
最
低

で
も
４
人
は
確
保
す
べ
き
で
す
。

　

学
校
教
育
費
で
は
、
児
童
生
徒

の
不
登
校
の
増
加
を
防
ぎ
、
一
人

一
人
と
向
き
合
え
る
よ
う
、
教
員

の
多
忙
化
の
解
消
も
含
め
、
総
合

的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
エ
ア
コ

ン
の
設
置
は
、
特
別
教
室
も
完
了

し
て
い
ま
せ
ん
。
全
教
室
へ
の
設

置
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
洋
式
ト

イ
レ
の
増
設
を
含
め
ト
イ
レ
の
改

修
も
必
要
で
す
。

　

社
会
教
育
費
で
は
、
小
中
学
校

の
プ
ー
ル
開
放
事
業
の
利
用
者
が

増
え
て
お
り
、
プ
ー
ル
の
要
望
の

高
さ
が
分
か
り
ま
す
。
市
民
プ
ー

ル
の
建
設
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

建
設
費
で
は
、
橋
梁
に
つ
い
て

も
老
朽
化
し
、
改
修
や
架
け
替
え

が
必
要
な
も
の
が
20
年
後
は
61
パ

ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
、
早
急
な
対

策
が
必
要
で
す
。
市
営
住
宅
は
、

入
所
希
望
者
85
件
に
対
し
て
入
居

で
き
た
の
は
た
っ
た
９
件
で
す
。

市
営
住
宅
の
大
幅
な
増
設
が
必
要

で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
27
億
７

２
２
５
万
円
で
す
。
こ
の
残
額
や

基
金
の
積
み
立
て
は
、
削
減
さ
れ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
元
に
戻
し
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
市
民
要

望
実
現
の
た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

　

以
上
を
指
摘
し
反
対
し
ま
す
。

　

本
決
算
は
先
行
き
が
不
透
明
な

社
会
経
済
情
勢
の
中
、
山
積
す
る

行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行
に

努
め
ら
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
歳
入
で
は
、
根
幹
を
な

行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ら

れ
た
と
評
価
し
賛
成
（
新
政
の
会
）
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す
市
税
に
お
い
て
、
企
業
業
績
の

回
復
傾
向
に
よ
る
法
人
市
民
税
の

増
額
や
家
屋
の
新
増
築
等
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
増
、
市
た
ば
こ
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
市
た
ば
こ

税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
市
税
全
体

で
は
前
年
度
と
比
較
し
て
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
主
財
源

の
確
保
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
収

納
対
策
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
に
期
待

し
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
国

の
経
済
対
策
に
よ
る
大
型
補
正
予

算
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
庫
支
出
金
は
本
市
の

施
策
を
進
め
て
い
く
上
で
貴
重
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

国
の
動
向
に
注
視
し
、
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
の

防
災
費
各
事
業
に
お
い
て
、
防
災

対
策
本
部
及
び
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
強
化
、
充
実
を
図
っ
た
こ
と

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費

の
通
院
分
に
つ
い
て
、
中
学
生
ま

で
拡
充
し
た
こ
と
は
、
子
育
て
を

す
る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
で
あ
り
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
南
桜
井
駅
周
辺

一　般　会　計
歳　　　入 歳　　　出

市 税 276億5,685万円 民 生 費 251億8,564万円

国 庫 支 出 金 105億8,841万円 総 務 費 91億5,696万円

地 方 交 付 税 83億       9万円 教 育 費 83億4,887万円

市 債 80億1,736万円 土 木 費 71億4,102万円

県 支 出 金 37億   269万円 公 債 費 62億2,504万円

繰 越 金 32億6,617万円 衛 生 費 58億8,991万円
地 方 消 費 税
交 付 金 17億   791万円 消 防 費 20億2,984万円

そ の 他 49億3,795万円 そ の 他 14億2,790万円

計 681億7,744万円 計 654億   519万円

特　別　会　計
区　  分 歳　　入 歳　　出

国民健康保険 289億7,834万円 281億8,476万円

介 護 保 険 135億     35万円 129億     81万円

後期高齢者医療 20億7,956万円 20億3,266万円

土 地 取 得 5億5,147万円 5億5,147万円

西 金 野 井 第 二
土地区画整理事業 2億2,046万円 2億1,249万円

看護専門学校 1億5,330万円 1億5,052万円

計 454億8,348万円 440億3,271万円

平成25年度　会計別決算
歳 入 総 額　1,323億   170万円 歳 出 総 額　1,301億5,715万円

市　税
20.9％

市　債
6.1％

国庫支出金
8.0％

地方交付税
6.3％

県支出金
2.8％

地方消費税交付金
1.3％

その他
3.7％

一般会計
51.5％

繰越金
2.5％

特別会計
34.4％

企業会計
14.1％

後期高齢者
医療
1.6%

介護保険
10.2%

国民健康保険
21.9%

民生費
19.4％

土木費
5.5％

総務費
7.0％

公債費
4.8％

教育費
6.4％

衛生費
4.5％

その他
1.1％

消防費
1.6％

国民健康保険
21.7%

介護保険
9.9%

水道事業
3.9%

病院事業
6.0%看護専門学校

0.1%

西金野井第二土
地区画整理事業  
　　0.2%

土地取得
0.4%

後期高齢者
医療
1.6%

下水道事業
6.1%

一般会計
50.3％特別会計

33.8％

企業会計
15.9％

※計数については、それぞれ四捨五入をしているため、合計において一致しないものがあります。

企
業
会
計

区　　  分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水 道 事 業 41億7,419万円 39億6,051万円 6億9,705万円 10億8,102万円

病 院 事 業 71億7,722万円 71億3,282万円 5億4,218万円 6億1,352万円

下 水 道 事 業 43億9,638万円 43億6,417万円 16億5,375万円 35億6,721万円

看護専門学校
0.1%

西金野井第二土
地区画整理事業

0.2%

土地取得
0.4%

水道事業
3.7%

病院事業
5.8% 下水道事業

4.6%
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 57 号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の制定

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 58 号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の制定

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 59 号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 9 月 定 例 会 　 審 議 結 果

整
備
の
完
成
、
供
用
開
始
や
藤
塚

米
島
線
の
開
通
な
ど
、
合
併
以
降

積
極
的
に
進
め
て
き
た
整
備
が
確

実
に
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
産
業

の
振
興
や
地
域
の
活
性
化
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
の
校

舎
、
体
育
館
の
耐
震
補
強
事
業
や

小
中
学
校
の
体
育
館
ト
イ
レ
改
修

事
業
な
ど
、
児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
の
確
保
、
快
適
な
教
育
環
境

の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
積

極
的
に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
用
地
及
び
施
設

取
得
ま
た
は
施
設
整
備
基
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
の
決
算
後

の
残
高
が
約
39
億
円
と
な
り
、
こ

の
こ
と
は
今
後
想
定
さ
れ
る
本
庁

舎
移
転
建
て
替
え
を
初
め
と
す
る

大
規
模
事
業
や
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
へ
の
対
応
な
ど
に
向
け
て
山

積
す
る
課
題
を
見
据
え
た
も
の
と

し
て
、
適
切
な
措
置
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
歳
出
に
つ
い

て
は
、
市
民
生
活
に
真
に
必
要
な

事
業
を
優
先
し
た
効
率
的
な
予
算

執
行
が
さ
れ
た
も
の
と
受
け
と
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
よ
り

一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

よ
う
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

市
立
小
・
中
学
校
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
求
め
る
決
議

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
夏
季
に
お
い
て
異
常

に
気
温
の
高
い
日
が
増
え
て
い
る

こ
と
や
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
厳

し
い
環
境
の
中
で
、
春
日
部
市
の

将
来
を
担
う
児
童
生
徒
が
日
々
勉

学
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

よ
り
良
い
学
校
教
育
環
境
の
整
備

と
し
て
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
や
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
執
行
部
で
は
、

「
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
の

確
保
の
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
を

最
優
先
に
進
め
、
小
・
中
学
校
の

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の
老
朽
化

対
策
と
併
せ
て
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
」
と

し
、
耐
震
補
強
工
事
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ
対
策
と
し

て
、
全
教
室
へ
の
扇
風
機
の
設
置
、

耐
震
補
強
工
事
に
併
せ
た
屋
上
や

外
壁
の
遮
熱
塗
料
に
よ
る
塗
装
、

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
や
熱
中

症
予
防
の
観
点
か
ら
の
児
童
生
徒

へ
の
生
活
指
導
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

一
定
の
評
価
と
理
解
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
耐
震
補
強
工

事
の
完
了
の
見
通
し
が
つ
い
た
現

状
に
お
い
て
は
、
近
年
の
夏
季
の

気
温
が
異
常
な
高
温
と
な
る
気
象

状
況
を
鑑
み
た
場
合
、
児
童
生
徒

の
健
康
維
持
、
保
護
者
の
不
安
解

消
の
た
め
に
も
、
長
寿
命
化
計
画

に
よ
る
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
先

駆
け
て
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
決
断
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
設
置
に
当
た
っ
て

は
、
市
の
財
政
負
担
の
抑
制
や
民

間
活
力
の
導
入
・
活
用
な
ど
も
踏

ま
え
、
全
小
・
中
学
校
に
同
時
設

置
が
可
能
で
、
か
つ
、
本
市
に

と
っ
て
最
も
有
効
な
手
法
に
つ
い

て
、
早
急
に
調
査
研
究
を
進
め
る

な
ど
、
具
体
的
な
検
討
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
執
行
部
に
お
い
て
は
、

市
立
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
関
し
、
早

期
に
有
効
な
導
入
手
法
の
検
討
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
財

政
措
置
を
講
じ
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
な
実
現
を
図
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
26
年
９
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

 第 4 回（ 7 月 ）臨 時 会 　 審 議 結 果
平成26年第４回（７月）臨時会が７月 30 日（水）に開会されました。

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 55 号（仮称）市立第1・第2統合保育所建築工事請負契約の締結について（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 56 号 区画街路1号線道路改良（Ｈ26-1）工事請負契約の締結について（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



かすかべ議会だより

26年9月定例会号

5

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 60 号
農業委員会の選任による委員の議会推薦委員に関する定数条
例の制定

（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 61 号
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の
支援に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定

（総務・厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 62 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63 号 保育の実施に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 64 号 放課後児童クラブ条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65 号 重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 66 号 市営住宅条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 市道6-447号橋下部工事請負契約の締結 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号
財産の取得（春日部消防署浜川戸分署災害対応特殊化学消防ポ
ンプ自動車Ｉ型）

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 69 号
財産の取得（春日部消防署備後分署災害対応特殊救急自動車及
び高度救命処置用資機材）

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 平成25年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 71 号 平成25年度水道事業会計資本剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72 号 平成25年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 73 号 平成25年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 74 号 平成25年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 75 号 平成25年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 76 号 平成25年度土地取得特別会計決算認定 （総　　務）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 77 号
平成25年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計決算認定

（建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号 平成25年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 平成25年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 80 号 平成25年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 81 号 平成25年度下水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 82 号 平成26年度一般会計補正予算（第４号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 83 号 平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 85 号 平成26年度介護保険特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 86 号
平成26年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計補正予算（第１号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 平成26年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 88 号 平成26年度病院事業会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議第 10 号議案
「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対策の
強化を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 11 号議案 奨学金制度の充実を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 12 号議案 公立高校の授業料無償化制度の復活に関する意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ×

議第 13 号議案 公立小・中学校の35人以下学級の早期拡大を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ ○ ×

議第 14 号議案 米価の安定対策を求める意見書 （付託省略）否　　決 × ○ × ○ ○ × ×

議第 15 号議案 農業の「規制改革」に反対する意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ×

議第 16 号議案 エネルギー基本計画の見直しを求める意見書 （付託省略）否　　決 × ×5
− 1 × ○ ○ × ×

議第 17 号議案 市立小・中学校の普通教室にエアコンの設置を求める決議 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


